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教会数　　123 ヶ所

布教所数　109 ヶ所

よふぼく数　3344 人

       （R181.8 月末現在）

　

5
月
か
ら
9
月
16
日
ま
で
、
全
国
各
地
で
「
婦

人
会
員
決
起
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。
福
島

教
区
で
も
、
8
月
31
日
、
福
島
教
務
支
庁
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
100
名
が
参
加
し
た
。
本
部
講

師
は
尾
崎
八
寿
子
先
生
で
、
渡
引
千
穂
さ
ん
（
東

安
達
）
と
富
田
ま
つ
子
さ
ん
（
福
相
）
が
感
話
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
9
月
14
日
に
は
磐
城
平
大
教
会
で
開
催
さ
れ
、 

107
名
が
参
加
し
た
。
中
川
え
つ
子
・ 

本
部
講
師
が
講
話
、

荒
井
の
り
子
さ
ん
（
安
達
）
、
澤
田
フ
ミ
子
さ
ん
（
磐
崎
）

の
2
名
が
感
話
を
行
っ
た
。

　

活
動
方
針
の
実
行
と
「
一
人
が
二
人
の
会
員
を
ご
守
護

頂
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
活
動
の
徹
底
を
目
指
し
て
開
催
さ

れ
た
こ
の
「
集
い
」
に
参
加
し
た
婦
人
会
員
は
、
今
、
自

分
に
で
き
る
ご
恩
報
じ
・
お
た
す
け
は
ど
ん
な
こ
と
か
を

考
え
、
来
年
4
月
19
日
に
開
催
さ
れ
る
「
婦
人
会
創
立
110

周
年
記
念
総
会
」
へ
向
け
て
、
日
々
、
実
践
を
心
掛
け
、

多
く
の
方
と
共
に
お
ぢ
ば
に
帰
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

「
決
起
の
集
い
」
を
終
え
、
平
澤
栄
美
主
任
は
、
「
福
島

教
区
管
内
で
、
ど
う
し
て
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、

一
人
ひ
と
り
に
声
を
掛
け
、
「
集
い
」
の
思
い
を
、
是
非
、

お
伝
え
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
さ
ら
な
る
丹
精
を

求
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｅ
・
Ｈ
）

　

●
10
月
25
日
、
11
月
24
日
、
1
月
26
日

　
　
　
　
　

「
み
ち
の
だ
い
感
話
大
会
」
お
ぢ
ば
で
開
催

　

●
10
月
20
日
～
11
月
30
日　

「
別
席
強
調
期
間
」

　

●
11
月
30
日　

「
教
区
婦
人
の
集
い
」　

福
島
教
務
支
庁

婦
人
会
創
立
110
周
年
記
念
総
会
へ

　
　
　

～
「
婦
人
会
員
決
起
の
集
い
」
４
会
場
終
了
～

 

第
29
回
女
子
青
年
大
会

　

 

11
月
３
日(

日)

　

 

午
後
10
時
　
本
部
中
庭
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8
月
7
、
8
日
、
お
ぢ
ば
で

「
第
62
回
道
の
教
職
員　

夏
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
330
名
が

参
加
し
た
。
福
島
教
区
か
ら
は
1
名
が
参
加

し
た
。

　

永
尾
教
昭
・
本
部
員
（
天
理
大
学
学
長
）

の
「
陽
気
ぐ
ら
し
の
教
育
」
と
題
し
た
特
別

講
演
や
、
杉
江
健
二
氏
（
名
古
屋
明
誠
学
院

学
院
長
・
美
張
分
教
会
長
）
の
「
子
育
て
支

援
の
現
場
か
ら
見
え
て
く
る
家
族
の
お
た
す

け
」
と
の
テ
ー
マ
の
教
育
講
演
を
は
じ
め
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
、
体
験
発
表
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
育
て

る
工
夫
と
育
て
る
努
力
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
現
場
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を

お
互
い
に
話
し
合
っ
た
。
ま
た
分
科
会
で
は
、

「
天
理
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
や
「
道
の
幼
児
教
育
」

な
ど
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
も
含
め
て

11
コ
ー
ス
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
前
に
選
択

し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
鑽
を
深
め
、
今

後
の
教
育
実
践
に
生
か
そ
う
と
、
熱
心
に
受

講
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｚ
・
Ｆ
）

道の教職員    
  の集い

「
道
の
教
職
員 

夏
の
集
い
」

　
　
　
　
　

 
 
 
 

1
名
参
加

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　
　
　
　

～
一
人
で
も
多
く
の
よ
う
ぼ
く
の
実
動
を
～

　

今
年
も
9
月
を
「
に
を
い
が
け
強
調
の

月
」
と
定
め
、
28
日
か
ら
30
日
の
3
日
間

を
「
よ
う
ぼ
く
実
動
の
日
」
と
し
て
、
一

人
で
は
な
か
な
か
に
を
い
が
け
が
で
き
な

い
よ
う
ぼ
く
が
、
仲
間
と
共
に
布
教
活
動

を
す
る
機
会
と
さ
れ
た
。

　

安
達
支
部(

本
田
道
弥
支
部
長
）
で

は
、
28
日
は
安
達
分
教
会
周
辺
、
29
日
は

安
積
分
教
会
周
辺
、
30
日
は
安
達
町
周

辺
で
、
戸
別
訪
問
を
中
心
に
に
を
い
が

け
活
動
を
実
施
、
延
べ
60
名
が
参
加
し

た
。
3
日
間
で
配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
2
千
598
枚
だ
っ
た
。
ま
た
29
日
は
、

に
を
い
が
け
活
動
後
、
芋
煮
会
を
催

し
、
食
事
を
し
な
が
ら
、
活
動
を
振
り

返
る
時
間
も
持
た
れ
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
3
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
普
段
な
か
な
か
一
人
で
は
で
き

な
い
に
を
い
が
け
で
す
が
、
み
ん
な
と

歩
い
て
、
勇
ん
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
か
ら
少
し
で
も
に

を
い
が
け
に
歩
け
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
。

　

活
動
を
終
え
て
本
田
支
部
長
は
、
「
今

年
も
多
く
の
よ
う
ぼ
く
の
方
に
実
動
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
11

月
の
基
礎
講
座
に
も
、
友
人
知
人
を
誘
っ

て
参
加
し
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ａ
）
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【
参
加
隊
員
】

　

安
達
支
部　
　

荒
井　

美
花
（
１
年
）

　

会
津
支
部　
　

渡
部　

紘
基
（
３
年
）

　

い
わ
き
支
部　

上
野　

真
弥
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

平
澤
み
の
り
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　

上
野
美
智
弥
（
1
年
）

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
斎
藤　

峻
徳
（
安
達
）

　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

健
太
（
田
村
）

　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

真
衣
（
田
村
）

立
教
182
年
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
に
、
福
島
教
区

団
（
近
藤
直
光
団
長
）
は
隊
員

5
名
（
男
子
3
名
、
女
子
2
名
）
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
3
名
の
計
8
名

で
参
加
し
ま
し
た
。
本
年
も
7

月
29
日
の
事
前
研
修
会
か
ら
始

ま
り
、
8
月
6
日
の
解
散
ま
で
、
猛
暑
の
中
、
お
ぢ
ば
で

ひ
の
き
し
ん
に
、
修
練
に
と
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
参
り
ま
し
た
。

隊
員
5
名
中
3
名
が
初
参
加
で
あ
り
、
不
安
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
事
前
研
修
会
で
、
み
ん
な
と
直
ぐ
に
溶
け
合

い
、
仲
良
く
期
間
中
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
こ
と
は
、
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
事
後
研
修
会
で
は
、
例
年
と
同
じ
く
ナ
ガ
シ
マ

ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

隊
員
の
一
人
か
ら
「
も
っ
と
、
早
く
か
ら
参
加
し
た
か

っ
た
で
す
」
と
感
想
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
お
ぢ
ば
で
過
ご

す
貴
重
な
時
間
を
一
人
で
も
多
く
の
わ

か
ぎ
の
子
供
達
に
味
わ
っ
て
貰
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
期
間
が
7
月
26

日
か
ら
8
月
2
日
の
8
日

間
と
、
2
日
間
短
縮
に
な

り
ま
す
が
、
例
年
と
変
わ

ら
ず
、
実
の
あ
る
内
容
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
育
成
の
上
に
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

 
 

（
Ｎ
・
Ｋ
）
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道の教職員
の集い

「成人塾」開催

　

道
の
教
職
員
の
集
い
（
古
川
善
一
代
表

世
話
人
）
は
、
8
月
16
日
か
ら
17
日
、
福

島
教
務
支
庁
を
会
場
に
「
成
人
塾
」
を
開

催
。
中
学
生
2
名
、
小
学
生
3
名
、
ス
タ
ッ

フ
5
名
が
参
加
し
た
。
今
年
は
教
務
支
庁

の
教
職
舎
が
新
し
く
な
り
、
参
加
者
は
イ

ス
席
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
は
、
揃
っ
て
お
願
い
づ
と
め
を

つ
と
め
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
習
を
進
め

た
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
夜
の
自
主

学
習
の
時
間
や
、
早
朝
の
時
間
も
積
極
的

に
机
に
向
か
う
子
も
い
た
。　

（
Ｚ
・
Ｆ
）

学生会

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
生
の

集
い
「W

o
r
k
 
&
 
T
a
l
k
 
2
0
1
9
 

i
n
 

山
形
」
が
、
8
月
29
日

か
ら
30
日
ま
で
舟
形
若
あ
ゆ

温
泉
「
あ
ゆ
っ
こ
村
」
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
学
生
は
全
員
で
12
名
、
福
島
教
区

か
ら
は
1
名
の
参
加
で
し
た
。
森
の
中
に

あ
る
温
泉
施
設
内
に
た
く
さ
ん
の
ロ
ッ
ジ

が
並
び
、
快
適
な
場
所
を
会
場
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
講
式
が
始
ま
る
と
雨
が
降
り
出
し
、

先
生
方
の
あ
い
さ
つ
を
短
く
終
わ
ら
せ
、

す
ぐ
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
ワ
ー
ク
へ

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
ま
し
た
。
隣
の
人

と
肩
が
触
れ
る
位
の
小
さ
な
部
屋
で
自
己

紹
介
の
で
き
る
す
ご
ろ
く
を
し
、
学
生
同

士
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

夕
づ
と
め
後
、
懇
親
会
が
あ
り
、
か
な

り
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
楽
し
み

行
事
と
し
て
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
2
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
行
い
、
先
に
到
着
し
た
チ
ー

ム
は
待
っ
て
い
る
間
、
祭
儀
式
の
真
似
事

を
し
て
前
向
き
に
勉
強
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
本
当
の
た
す
か
り

　

～
今
、
学
生
に
で
き
る
お
た
す
け
～
」
。

学
生
担
当
委
員
会
松
村
委
員
長
の
講
話
を

い
た
だ
き
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
お
た
す
け
を
真

剣
に
話
し
合
い
、
自
分
の
目
標
を
決
め
た
今

回
のW

o
r
k
 
&
 
T
a
l
k

。
毎
年
続
け
て
開
催
さ

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
来
年
の
福
島
教
区
で

終
わ
り
に
な
り
ま
す
。2

0
2
0

年
の
夏
は
福

島
に
大
勢
の
道
の
学
生
が
結
集
で
き
る
よ
う

に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

（
Ｍ
・
Ｓ
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
「W

o
r
k
 
&
 
T
a
l
k
 
2
0
1
9
 
i
n
 

山
形
」
に
1
名
参
加
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学生会

　

学
生
担
当
委
員

会
（
杉
澤
元
和
委

員
長
）
で
は
、
8

月
18
日
か
ら
19
日

高
校
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」
開
催

「
キ
ャ
ン
プ
錬
成
会
」
で
自
然
を
満
喫

　

少
年
会
（
近
藤

直
光
団
長
）
で

は
、
今
年
も
8
月

18
日
～
19
日
に
か

け
て
、
キ
ャ
ン
プ
錬
成
会
を
磐

梯
青
少
年
交
流
の
家
で
少
年
会

員
3
名
、
育
成
会
員
5
名
の
計

8
名
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
野
外
炊
飯(

カ
レ
ー

ラ
イ
ス)

を
協
力
し
あ
い
な
が

ら
作
り
、
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
夜
は
、
ス
イ
カ
割
り

に
、
名
前
ビ
ン
ゴ
に
と
お
楽
し

み
行
事
を
通
し
て
、
親
睦
を
深

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
裏
磐
梯
五
色
沼
遊

歩
道
を
、
ゴ
ミ
拾
い
の
ひ
の
き

し
ん
を
し
な
が
ら
、
約
4
キ
ロ

の
道
の
り
を
清
々
し
い
夏
の
空

気
と
森
林
浴
を
味
わ
い
、
昼
食

の
お
弁
当
を
挟
み
、
最
後
に
は
、

桧
原
湖
を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で

周
遊
し
て
、
大
自
然
を
満
喫
し

た
キ
ャ
ン
プ
錬
成
会
を
送
ら
せ

て
貰
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
い
わ
き
で
、
海
に

ふ
れ
合
う
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
錬

成
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
ね
。　
　

（
Ｎ
・
Ｋ
）

少年会

ま
で
国
立
磐
梯
青
少
年
交
流
の
家

に
て
高
校
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」

i
n

猪
苗
代
を
開
催
、
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
8
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、

グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
に
入
り
ま
し

た
。
道
の
学
生
が
作
っ
た
川
柳

を
カ
ル
タ
で
取
り
合
い
、
書
か

れ
た
質
問
に
答
え
た
り
指
示
に

従
っ
て
動
い
た
り
す
る
う
ち
に

メ
ン
バ
ー
同
士
打
ち
解
け
、
お

互
い
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
、
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
「
村

長
か
ら
の
お
願
い
」
な
る
も
の

を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
ク
リ
ア
ー

し
て
い
き
、
最
後
は
タ
ワ
ー
の

頂
上
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
江
先
生
（
教
区
育
成
部
長
）

よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の

感
想
を
話
し
合
い
、
最
後
に
「
ほ

め
ト
ー
ー
ク
」
で
メ
ン
バ
ー
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
自
分

の
良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
こ

れ
か
ら
豊
か
な
心
で
日
常
の
生

活
を
送
る
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
一
手
一
つ
」
が
テ

ー
マ
で
、
1
泊
と
い
う
短
い
時

間
の
中
、
互
い
に
認
め
合
い
、

た
す
け
合
う
事
に
よ
っ
て
一
手

一
つ
に
な
れ
た
よ
う
で
す
。（
Ｓ
）
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 基礎講座

　

9
月
15
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
ま
で
、
喜
多
方
市

の
喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
今
年
2
回
目
、
耶
麻
支

部
管
内
で
は
初
め
て
の
天
理
教

基
礎
講
座
（
福
島
会
場
）
が
開

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
天
理
教
の
紹

介
と
講
師
・
中
村
五
十
美
先
生
（
新
潟
教

　

天
理
教
基
礎
講
座
（
福
島
会
場
）

　

11
月
17
日(
日)

　

 

午
後
１
時
30
分
開
講

　

 

二
本
松
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

講
師
・
白
熊
繁
一
先
生

　
　
　

（
東
京
教
区
基
礎
講
座
講
師
）

区
基
礎
講
座
講
師
）
に
よ
る
お
話
で
、
ご

自
身
の
実
体
験
を
も
と
に
、
心
の
持
ち
方

を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
48

名
で
、
そ
の
内
、
初
め
て
の
受
講
者
は
12
名
、

未
信
者
の
方
は
6
名
で
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
元
気
を
も
ら
っ
た
。

日
々
喜
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、
親
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
た
。
」
「
先
生
の
話
を
聞
い
て

勇
気
を
も
ら
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
受
講
者
の
方
に
喜
ん
で
帰
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

た
く
さ
ん
の
人
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
発
信
力
を
つ
け
て
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
後
と
も
、
布

教
の
手
立
て
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

学生会

　

道
の
学
生
が
全
国
各
地
で
仲
間
と
一
手

一
つ
に
ひ
の
き
し
ん
を
行
う
「
道
の
学
生

ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
が
、
今
年
は
9
月
15

日
に
行
わ
れ
た
。

　

福
島
教
区
で
は
、
当
日
9
時
に
「
天
理

教
基
礎
講
座
」
が
開
催
さ
れ
る
喜
多
方
プ

ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
4
名
の
学
生
が
集

合
し
、
会
場
の
準
備
ひ
の
き
し
ん
を
基
礎

講
座
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、

耶
麻
支
部
、
会
津
支
部
の
青
年
会
員
と
共

に
、
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
活
動
と
し
て
、
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
。

　

昼
食
後
は
基
礎
講
座
を
受
講
。
ビ
デ
オ

や
講
師
の
お
話
を
通
し
て
、
改
め
て
天
理

教
の
教
え
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
講
師
の
具

体
的
な
お
話
を
通
し
て
、
陽
気
ぐ
ら
し
へ

と
向
か
う
心
の
遣
い
方
も
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

「
道
の
学
生

　
　

ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」

　

基
礎
講
座
会
場
準
備
を

　
　
　
　
　

手
伝
い
＆
受
講


